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W. W. Bremerは，フーヴァ一政権からロ -Aベルト政権への救済対策の転
換を，救済の直接的担い手であるソーシャノレ・ワーカーの機能の変化，彼らを
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Association of School of Social Workの活動によって，養成機関も確立し
大学(それも主として大学院〉での専門教育としてカリキュラム体系の整備・
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かと期待して，探ることであった0 ・ 絶望とは楽しみを減らし， ・・楽しみ
ではなく生き延びるために食べることだった。絶望とは簡単にいえば，大部分
死んだように生きることだった。」
(R. S. McEl vaine， Down and Out in the Gre叫 Dψres.stοn)
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背びながらも，それによってのみ，社会的に尊敬される労働者たる役割を演じ






λ タディを行なった R.CananとK.K. Ranckも同様な傾向を鮮明に析出し
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1933年夏，納花地帯ー rI5~20~ーカーの区回ごとに 1 部屋と台所しかない，
塗装もなく，裂け目はそのままに放置された堀立て小屋がある。 ......20~60歳
までの年齢の平均7名の家族が住んでいる。 ー ぼろをつぎ合わせた衣服
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業改良普及機関， RA (再入植局)， FSA (農場保障局〉等による職業訓練，教
育計画， 再入植， 更正への援助等が試みられた。連邦政府内のR.Tugwell， 
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であったζ と。圧倒的に nativewhite であったこと。家長は定住救済人口よ
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ったJVo
1940年に下院の Committeeto Investigate the Interstate M.igrat.ion uf D出-
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ローズベノレトに象徴化された国家との政治的関係，民衆の世界の中での特殊30
年代的状況(放済の問題よりもより広いパーλベクティプを必要とする〉を描
き出すことも不可欠となる。問題は irniddle c1ass effortj を中途半端に終わ
らせた構造そのものであり，それと関わらせて初めて，この時期の社会政策と
民衆との関わりの意義を確定することができるであろう。本稿でみた関係はそ
の中に明確に定位された時に一定の結論を見いだすこ主ができょうが，この問
題については稿を改めて論じたい。
